
『大粒系ぶどうの高品質安定生産技術の確立による

経営の安定化及び地場産ぶどうの供給拡大』

【検討会】
・実証ほの設計・成績検討会（４月、２月）

【技術の現地検証】
・新梢管理による果粒肥大促進技術の確立（４か所）
・着果管理による高品質果実生産技術の確立（２か所）
・資材を利用した果実品質向上技術の確立（２か所）

【全体概要】
本県では、近年、若年層を中心に収益性の高いぶどうの新規生産者が増加している。一方、消費者ニーズの高い「シャインマスカット」や赤色系大粒

品種等では、主産県と比べて高温・多雨等の気象条件下での枝葉の繁茂等により、果粒肥大の抑制や糖度上昇及び着色の遅れ等が問題となっており、

新規生産者の経営の安定化と今後の導入推進の足かせとなることが懸念されている。

そこで、新梢管理方法を中心とした本県に適した高品質安定生産技術の確立と普及を図り、経営の安定化と地場産ぶどうの供給拡大を図る。

実施体制図
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主な取組内容

実需者（全農、市場）
・需要動向等の情報提供
・果実品質の評価
・販売方策等の情報提供

生産者・産地・JA
・実証ほ設置、栽培管理
・収量・品質データ管理
・研修会等への参画

農林振興センター
・実証ほの運営管理
・生育、収量、品質等調査結果の解析

試験研究機関
・各種検討会への参画
・現地実証に係る助言

広域普及指導センター
（農業革新支援専門員）
・事業実施運営管理
・各種検討会の開催

県関係課
・各種検討会への参画
・生産振興方針への反映
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新梢管理による果粒肥大促進技術の確立

○検証品種
「シャインマスカット」

○検証内容
新梢管理（摘心程度）と樹相（LAI）及び
果実品質（果粒肥大）との関係

資材を利用した果実品質向上技術の確立
○検証品種

「シャインマスカット」
○検証内容

傘かけ資材と果実品質の関係
着果管理による高品質果実生産技術の確立

〇検証品種
「シャインマスカット」、「ブラックビート」
〇検証内容

着房位置と果実品質の関係
環状はく皮処理による着色向上技術の確立

○検証品種
「クインニーナ」等赤色系品種

○検証内容
結果枝単位の環状はく皮処理と果実品質（果房着色程度）との関係

・技術実証のうち、新梢管理による果粒肥大促進技術については、房元副梢の摘心
処理程度により果粒肥大効果が認められたが、目標とする果粒重（12～15ｇ）には
到達しなかったことから、今後、異なる摘心処理によりさらなる果粒肥大促進効果を
検討する。
・新たに赤色系品種に対する環状はく皮処理による着色向上効果について技術実
証ほを設置し検討を行う。

課題と今後の対応

図 新梢管理（摘心）と収穫前の樹相
（LAI） 左：房元摘心１枚、右：５枚

区 LAI
１房当たり

葉面積（㎡）
１粒重
（g）

房元１枚摘心 1.8 1.3 10.1

房元5枚摘心 2.2 1.1 11.8

図　房元の副梢に対する摘心程度がLAI及び１粒重
　　 に及ぼす影響

新品種・新技術等の概要

生産体制・技術確立支援
取組概要
（R4～R5）
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